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（ 1 9 5 9 ） 林業 試 験 場 四 国 支 場 年 報

l ．位 置

農林省林業試験場四国支場咋 ，高知市丸の内九高

知営林局構内にある。

2 ．沿 革

ノ

1 947（昭．22）年 4 月 1 日に大正試験地と高知営

林局調査課が実行していた業務を引きついで，林業

試験場高知支場 として発足した。

3 ．組 轍

庶務 課

ー→I造林研究室 －

歴代の支場長名 、

初代 農林技官

2 代 〝

3 代 〝

4 代 〝

6 代 〝

6 代 〝

7 代 〝

後藤 寛 人

金井 彰

佐治秀太郎

中川久美雄

長井 英 照

片山 佐 又

渡辺 録 郎

1

（ 19 4 7 ．4 ． 1 ）

（ 19 4 8 ．7 ．16 ）

（ 1 9 4 9 ．9 ．3 0）

（ 1 9 5 2 ．3 ．3 1）

（ 19 6 4 ．6 ．2 1）

（ 1恥6 ．4 ．16）

（ 1 9 5 9 ．7 ．1 ）

その後大正試験地ほ，1g54（昭．29）年4月1日に廃止

され，同試験地職員ほ高知支場に配置換えとなつた。

1 959（昭．34）年 7 月 1 日に四国支場と改称せられた。
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4 ．拭 験 地

4 ． 1 造 林 研究 室

（ 1 9 5 9 ）

称l 所 在 標高 地 質 両 榛
設定
年月日

現在
樹令

ヌギ．ヒソキ．アカマツ
産地 試 験

スギ．ヒノキ

’産 地

タロマ ツ

路地
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4 ．3 土

名 称

壌研 究 室

l

林地肥培試験地

〝

席悪所仰の土壌改良試験

〝

挿木適作地の土壌改良

窒素の施用法試験

〝

新窒素肥料の肥効試験

所在 地

本山常林署
q lの川l＿11国有林

須崎常林署
下の川山国有林

西条営林署
「 りl＿LI付加

安芸営林署
内拓i野l朋J一

木山営林署
北山西畑

西条営林署
円山苗畑

大栃営林署
山川苗加

西粂営林署
円山西畑

漬

h a

2 ．34

0 ．6 4

0 ．0 5

0 ．伽

0 ．∝

0 ．α【

0 ．0 4

0 ．0 1

5 ．運 営

当支場の名称ほいままで高知支場であつたが．，

1 959（昭・ a4）年 7 月 1 日から，四国支場と改めら

れ同時紅専任の支場長がおかれて，いわゆ る ，，併設

支場”から独立支場にかわつた。

6 月 13 日にほ，本場調査室長の徳本孝也技官臨席

のもとに，33年度業務報告会を開いて，研究成果を

発表するとともに今後の研究方法等について検討し

た。さらに ，四国の地域的の特性に即応 した研究を

す めゝるため ，広 く国有林関係者 ，民有林関係者 と

，つぎのような協議を重ねて意見を求めた。

1 959 （昭・34）年 9 月 1 日 高知営林局と協議

9 月15 ，16 日 四国四県の林業指導所 ，普及関係

者ならびに四国支場の3 着で構成する四国林業研究

普及連結協議会（第3 剛 を開催

1 960（聯・ 35） 2 月15円 高知県林業指導所 と連

結協議

2 月18日 徳島県林業指導所との連結協議

これらの協議会を通じて出された各方面の意見を

参考とし，また内部においてほ場長，室長，課長り

会合を開いて ，各室相互間の研究連紡 ，協調をはか

り研究日擦を検討した。すなわち，気象条件，土地

条件にめぐまれている四国四県紅潜在する成長量ほ

きわめて大きいと考えられる。 これをどのようにし

て引き出すかを各研究室の統一目標 とし，林地に応

じさらに合理的に利用す ることを主眼 として研究題

目を次真のように整理 した。

本場職員との現地打合は数回行われたが，支場員

の研修のひとつとして全員参集し，和田豊洲氏指導

のもとに植物採集を10月および12月の 2 回におこな

つて，多大の効果をおさめた。
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研究目標と研究課題の整理表

－スギの育種に関する研究

ースギの施業に関する研究

一マツ類の帝樺に関する研究

－1

（ 1 9 59 ）

一○スギの品種および系統に関する研究
一○スギの精英樹遺抜に関する研究
－△スギの交雑育種に関する研究

－1ヨ…≡冨薫銑撃嘉喜響蓋究

ーマツ類の施業脚る研究ぞ墨壷態諾三三≡究
一樹椰ならびに品

種に関する研究－
【 ヒノキの施業に関する研究

㌦カラマツその他亜高山性樹種 ＿、
の施業に関する研究

一ユーカリ属の施業に関す る研究〆・

作集痙Iと関する研究

望雛望嘉量警鮎る研究
林分構造と成長に関する研究
作業種に関する研究

望雛思量量欝謁する研究

叩○林分構造と成長堅固する研究

二○洋室漂鮎苧詣発する研究
二望雛鮎量詣する研究

一土壌に関する
研究 【 ’

‾警虫管開基－

一林業経営計画
の改 番

森林成長王の増大

－－アカシヤ属の施靴関する掛巨端重量議警三三…究
ーシイの施業に関する研究

一一森林土壌の基礎的研究

－△林分構造と成長に関する研究
－△作業棟に関する研光

二会望雛鮎量欝謁する研究
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瑚H部分靴関する研究一巨告奉還警崖芸謂葦詣完いての研究

一柄虫害の基礎的研究

一桁虫害の防除に関する研究

－1＝。怠薯悪霊琵著書滞

ーl二謂≡
究

の分類，生態な らびに分1附こ関する研

の分類，生態ならびに分村こ関する研

別村脚 振興l二芸蒜芸芸芸芸善二三芸芸芸芸芸芸芸許。すでに着手したもの，。。咋度から着手予定のもの
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6・ 主 だ つ た 研 究 成 果

6・ l ヤ ナ セ ス ギ に 関 す る 研 究

塀内

最近スギの造林旺関して ，批判の声が高まり，な

かでもヤナセスギに対する関心が深まつている実情

第l表 音野スギとヤナセスギの成長此較

系統 別

姉常

にかんがみ ，吉野スギ人工林 とヤナセスギ人工林 と

について ，その成長を比較検討した。 （第 1 表）
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2 7 ．5

2 フ．8

2 6 ．フ

2 6 ．1

2 4 ．4 ．

24 一 ｝ 4 6

1 8 ～ 2 4

1 6・｝4 4

1 8・｝4 4

14一｝ 4 0

1 4 ～ 4 0

e m

樹 高

平均 l 範 囲

？7？′

1 9 ．5

2 3 ．4

1 8 ．0

2 1 ．5 i

芸‥…」

2 7 ．4

2 7 ．0

1 4 ～ 4 4

1 8・｝4 4

1 7 ．0

2 2 ．0

1 4・｝2 5

2 0・－2 6

1 4 ～ 2 0

1 6・｝2 5

1 1・－1 9

1 4 ～刀

椚ノ

h a あた り

本数

木

材 漬

中火木 I b aあたり

汀ヂ

平均J成長策

6 3 0

6 4 0

I 59 0

8 6 0

7 9 0

1 0 5 0

1 3 ～ 2 5

1 5・－2 6

7 3 8

9 如

0 ．7 2 5

0 ．6 6 6

0 ．5 2 1

0 ．5 5 4

0 ．40 3

0 ．5 28

Ⅰげ
4 5 7

4 2 6

C O 7

4 フ6

（
臼

4

1

5

3

5

n ㌔

8 ．8

1 2 ．5

5 ．9

1 3 ．8

6 ．1

1 6 ．8

1 ） 成 長

ヤナセスギほ ヨレノスギよりも肥大成長 ，上長成

長ともに優れているが ，とくに上長成長においてし、

ちじるしく勝つている。

2 ） 適 応 性

－・般にスギの適地といわれないとことでは ，ヨシ

ノスギほ樹令15－20年から急激に成長が襲えるが，

ヤナセスギほこのような傾向ほ認められない。

3 ） 成立本数

ヤナセスギほ ，ヨシノスギよ りも樹冠が小 さく，

占領両横がす くないために成立本数が多い。
J

4 ） 紆済的価値

ヨシノスギ52年生とヤナセスギ36年生の林分に率

いて，もつとも需要が多 く，その価値の高 い2 開村

（ 米ロ径 4 寸上）がどれだけ採材できるかを比較す

れば，ヨシノスギほ 2 玉採柑でき，この材積ほ0．87

石，これにたい しヤナセスギほ8 玉採材でき，この

材横ほl．17石 とな り，賠局ヤナセスギの方が33％多

く採材できる。したがつて ，baあた りの本数がヨレ

0・4 6 0 i

竺竺▲⊥

6

4

3

5

3

4

6 ．5

1 3 ．5

ノスギ730本 ，ヤナセスギ990本であるので， 1石あ

たりの立木価格はセ000 円として，ヤナセスギは ，ヨ

レノスギよりも， 105万円多 くなる。 またヤナセス

ギほ ，ヨシノスギよりも10～20年早く伐採が可能の

ようで，その経済価値は ，さらにいつそ う大きいも

のとなるであろ う。
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6 ．2 和田山天然林収穫拭換地の林分の構造と成長

兵頭 正 寛

森林の作業ほ ，皆快作業と択伐作業に大別できる

であろ うが ，天然林については，いずれの作業法を

採用するがよいか，まだ十分の資料が発表されてい

ない現状である0 高知営林局宮内には ，魚梁瀬営林

署99林粧い小姓に85・55baの・ スギを主体 とす る天

然林の択伐試験地がある0 （第 1 図）

夕日‾ 世 lゝ

和田山収穫試験地のⅡ分区をⅠ分区からのぞ

む。峯筋はスギ，谷掛まツガである0

ここでほ，天然林を択伐林型に誘導するための伐

採がおこなわれて以来，80年間にわたつて・調査が

繰返されてきた。

ここの地質は ，中生代ジュラ期の安芸Jtt層に属 し

基岩ほ砂岩だけ町層と・ 砂岩と員岩の互層とより成

る騰がある0 土壌ほ 一般に砂質壌 土である。

林呪ほ ，モ ミ・ ツガ辟系のモ ミ・ ツガ・ スギ・ サ

ヵキ・ レキミ群叢牡馬する。

試験地は中央の谷筋忙よつて2分さオt，第 l 分区ほ

東北忙面し19・20ba ，第 札分区ほ東南に面し16・85ha

（ 1 9 5 9 ）

である。

択伐前においてほ，l ，皿分区を合計して，針葉

樹がb あたり400汀㌔，広葉樹が恥 戸，合計460Ⅰげの蓄

積を有する老令林 であつた0 老令過熱木が多 く，小

径木はす くなくて， 寺崎渡博士のいわゆ るlαの型

に近い林型をしめしていた○

第2 表 baあた りの立木本数の推移（工・Ⅱ分区の合計）

樹種

スギ

ヒノ キ

モミ

ツガ

計

択伐前

本
5 8

5

1 9

7 6

1 58

択伐後

本
4 5

4

1 3

4 2

1 0 4

1 935倒 1940年

本
47

6

12

43

皿

本
53

7

24

45

∽

第8 表 baあた りの材横の推移（l ，

r 盲了■r 年
樹種

ギ

キ

、、、
ガ

ノ

計

ス

ヒ

モ

ツ

択伐前 l択伐後

㌦
1 5 0

9

3 7

2 0 3

3 9 9

㌦
1 11

フ

1 7

1 0 1

2 3 6

脚l
l ㌔
1 3 0

7

1 9

1〔冶

2 6 4

1 940年

」品

9

22

115

乱

l

1 946年

本
5 9

フ

2 4

4 4

1 3 4

1 9 59年

本
1 0 4

3 1

3 4

4 フ

2 1 6

≠分区の合計）

1 946倒 1959年

】ぜ
1 6 3

9

2 5

1 1 8

3 1 5

㌦
2 1 4

1 3

2 g

1 2 6

3 8 2

樹僅は，第 2 ～ 3 表にしめすよう打，スギ，ツガ

が主で ，モ ミがこれに次ぎ，ヒノキの混交歩合ほす

くない。広葉樹の多 くほ下層林冠を構成していた0

このような林分打たいし，t927年に，針葉樹40％

広葉樹60％の択伐をおこない ，択伐直後には ，baあ

たり，針葉樹が糾0汀戸，広葉郎 0汀㌔，合計して270汀㌔

の残存蓄積 となつた0 1929年にほ ，択伐跡地に，一

部ヒノキを補植 した（第2 図）。

その後の数回忙わたる調査を第2～3表れ めす0

本数において ，択伐直後と1959年を比較すると，

総計において治・1倍に増加している0 スギ・ ヒノキ

の増加量が ，モ ミ・ ツガに比べていちじるしく多 く

また各樹種を通じて小さい直径級のものが多く増加



（ 1 9 5 9 ）
■■■■－・・■‾－■■－・■■■■－・・血 一一一叫 l－－・・・・－－、一・－－→－w 一－－－－ － ・・－－ ・・－1叫 林業 試 験 昼軸 虹
して い る。

林分蓄積ほ，択伐直後と1959年と比較するとト

丑分区の合計において1・6倍の増加量で， 連年成長

量は 1 baあた り4・6Ⅰげ。 最近の13年間（1946～1959

年）には5・1∬かの連年成長量をしめす。 択伐前■の連

年成長量は2・7Ⅰげであつたので， 択伐したためにl．

7 倍の増加をしている。 直径攻ごと紅み ると，ツガ

を除き，スギ・ヒノキ，モミ削 、径兢のものの材槽

第2 図

和田山収穫試験地のⅡ分区に輔植 したヒノキ

3 1年後の成育ぶり。補植するのは，天然生林

を択伐林型に導 く有効な手段である。

の増加が日立つている。

3 0年間の林型の推移をみると，木杯分の林型はよ

はど複雑となつたけれども，いまだに，は とんどの

個所は林冠暦が比較的に簡単で，概観的にほ 1階の

林冠層から成つている（第 8 図）。

この林分は今後 ，小径木が比較的に多 く，樹冠層

が最 上部より最低部にいたる間 ，連続して混在する

ように誘導するを撃する。

ビオレーの考える択伐林の蓄積構成と現実林の材

横を比較すると，第 4 表のとお りである。

現想型 と比べると，老令過熱木が多いので，つ とめ

て大径木を伐る0 4 樹種のうち，成長がおそく，材

質の不良なモ ミ

7

ツガを多 く収穫するとともに，伐

跡地にほ積極的打成長の早いスギを植栽して ，連年

成長長の増加をほかることが ，今後の本林今のとり

あつかいかたの要点であろ う。

第3 図

和田山収穫試験地Ⅱ分区の林況。スギ（左）

ヒノキ（右）の老犬木の下木 として小径木が
成立 している。

いわゆるⅠα型の林相である。

第4 表

現英林 とビオレーの択伐基準林 との材積の比較

区 直径級
l ＿＿】－竺＿

C 爪

1 8 ～ 3 2

3 3・－5 2

5 3 ～

計

■－ ■－ －－－■■■－ 一一・▲一叫 ■・・－ ・・－・■▼一・
●－■■■■■▲■■■■■■■■■■■■■■－ ■■一｝ － 一－ － 一－ －－・・－ － －・・・一一－ － ・・・・・・・・・・・一 －－ ・・・・・・・・一■ － ■・■一

漬

量産蒜‾f 差

現実 林

Ⅰ㌔
1 6 5

6 0 7

5 0 5 8

5 8 3 0 1

Ⅰげ
9

3 2

2 6 3

3 0 4 1

1 8 ～ 3 2

3 3 ～ 5 2

5 3 ～

計

3 2 2

9 5 7

6 3 6 9

フ6 4 8

20

59

弧

69

3

4

l げ
7 0

1 0 5

1 フ5

3 50

フ0

1 0 5

1 フ5

3 50

■諒
6 1

ー7 3

＋8 8

－4 6

－50

－4 6

＋2 1 5

＋1 1 9
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6 ．3 サ シ キ 連 作 地 の 土 壌 改 良

排「∩志郎，捌碕勇作，杉本豊樹（南竹1常林局造林課）

1 ）研究の経過

本山営林署の北山苗畑におけるサンキ宙得苗率の

低下は連作による土壌理学性の不良化によるもので

あり，これを改善することによつて得苗率の向上が

期待できるであろ うと考え，これについて研究を行

つた。理学性の向上手段としてほ休閑地として農作

物を栽増する方法もあるが ，まず有機物の施用によ

る改善を主な試験内容とし，心土耕 ，高畝などの整

地法による改善も試みた。さらにサンツケの方法に

よる理学性の変化と，得苗率がその改善策に組み合

せて検討できるように計画した（第 5 － 6 表）。

第5 表 各試験区の施用量（3こ75－げあた り）

N o ．

1

2

3

区名

無処理区

稲ワヲ区

璧謁酢
〝9 〝

〝1 0 〝

4 ． 心二i二排区

5 ． 高 畝 区

堆肥

晦
7 ．

7 ．

フ．

稲ワラ

頂

一
7

【
ノ

7

フ

鋸屑

晦
〃

♂
タ

1

25

15

42

…

7

7

7

7

0

0

0

0

⊥

l
 
l
 
l

一

t

幻

47

27

一

ュ

育画面
スー・バ

臥す
1 7 3

〝

〝

〝

〝

〝

〝

純稲 ワラに対するぷ補給は1（刀晦に対し父0 ．フ晦尿素で行

い鋸屑に対するN 補給は1．∝氾時に対しN l．2鞄を スーパ

ベで補給 した。

爪鮒用としては㌦N 6 ．0 グ， lI4．6 ク， Iく3．2タ をスーパ

ー亦で施用した。

サンツケの方法としてほいままで北山知将でおこ

なつている方法を「カラザシ法」とし，水を多量に

加えてサンツケす る方法を「ネリザレ法」としてお

こなつた

第6 表

ツ

之カ
ブ
ロ

ツ

之ゼ

N o ．

N o ．

（ 第 6 衷）。

拭験区の配列

N o ．

N o ． ご：二引：：：：

芸：：…l：：：引芸：二三t：：：引：：：：

「 カラザン法」畝

「 ネ リザレ法」畝

「 カラザシ法」畝

「 ネリザシ班」畝

2 ）成果および考察

昭和34年三度の成果け第 4 －6 図の通 りである。有

機物の多量施用区の枯死率に一定の傾向のみられな

いのほ ，設定当年度で混合，腐熟などが不充分なた

めであろう。この資料で大きく差のあらわれている

のはサンツケ方法間の差で「ネ リザシ法」が枯死率

がす くない。「ネタザレ法」は「カラザシ法」に比

較して土壌ほ密につまり，容積垂ほ重 く，孔隙最は

すくない。しかし，このことほ枯死率がす くなくな

ることに関係ほないようであ り，む しろ逆の関係に

あると考えられる。それは各畑別の枯死率 む検討す

れば明 らかである。畑別の枯死率の順序は 1＜ 9 ＜

1 0 とな り，容積重は 9＜ 1＜ 10に重く孔隙巌ほ 9 ＞

1 ＞10の順にす くない。 このような理由から，土壌

が密に堆積している故に ，枯死率がす くないとい う

ことでほないであろ う。採集時の水分ほ，いっの場

合にも「ネ タずレ法」が数パー・セン ト多 く，加地別

の水分含量も1＞ 9 ＞1nの順とな り，枯死率と同じ

傾向であろ。これは8 月柑日の結果であるが，これ

までの生育期闇にサレホが水分を必要とした時期に

「 カラザレ法」でほ水分不足の時期があり，これが

枯死率に影響する主要因子となつたものと考えられ

る。また腐敗 ，癌腫苗などの被害欝率ほ有機物を混

用したN o．2 ，3 では「ネリザレ法」に多 く，有機

物を加 えないN o．1 ，4 ，5 区でほ「カラザレ妖」

の方に多い。

各畑のN o ．1触処理区についてみると，枯死率は

1＜ 9 く 10であ り，容積垂そのものほ植物の生育に

直接に関怖のあるものではないが，容横蚤に関係の

ある他の諸岡子が植物の生育に蚤要な関係があ り，

容積垂は こオt らの諸因子の数値をかな り要約してあ

らわしていると考えられ る。容椙屯は 9＜ l＜ 10で

ある。

N o ．2 稲ワラ区ほN（）．1触処理区に比較すると，

1 例をのぞく他ほ符節率ほ低い。

N o．8 糾屑混合区ほ 2 例をのぞけば低い。

N o．4 心土桝区では得苗率のよい例は 1号加の 2

例である。これほ下層土が良好な物理性を異僻する

ためで，他の4 例は惑い。とくに下層土の不良な10号

加の「カラザシ法」ほ得苗率け16パーセン トである

N o．5 高畝区ほ ，1例の他ほ符節率ほ潜い。
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l 号畑

－か ら挿
9 0

8 0

∧
リ
ア

＿一ノ ヽ ねり挿 9 0
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5
高

蔽

区

4
心
土
耕
区

3
鋸

屑

区

2
稲

ワ
ラ
区

－
無
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理

4 0

3 0
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2 0
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9 号畑

容積室（g ）

′ヽ

9 0

′一一－－ 8 0

7 0

こ．⊥ ⊥

3 4 5 t

採耳亘時
水分 ∨％

1 2 3

採取時

才L隙
3 0

′′へ ・－ 2 0

1 2 3 4 5

第4 別

∨％

、－ － － 一 一 一－ ヽ 、

4 0

3 0

1 0 号畑

′一一 、ヽ ′′

ヽヽ ′

′

′

⊥⊥ 」 ＿ ¶ ⊥

2 3 4 5

5 1

3 0

2 0

ーーーーーーー、－、、

、■－ － ■ ＿

1 2 3 ヰ 5 1 2 3 4

サシキ連作地宙畑の土壌改良試験（北山苗畑） この資料は，

昭C4・8・18・ 100 ccの円筒に一区 5 ケ所宛採取実容積測定装置で
測定 したものである。

l 卑生田

6 0

ニ」 一弘 士一一－ L－ 5 0
1 2 3 4 5

無稲 毛居 心 ．も
処り 土
t 望 う 囁 柳 j転

全容 水l V ％

ノーーーー■－－－－－－－、

6 0

」」 －ヰ 5 0
3 1 5 ▼ ‾ t 2 3 4 5

第5 図 サシキ連作他の土壌改良試験

この資料は実験室内で土壌を乾燥破砕 し細土に分別 した

ものについて測定 したものである。
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第6 図 サレキ連作地の土壌改良試験（北山西畑）

－この資料は共同研究者の高知営林局杉本事務官が調査取

り纏めを行つたものである。（1960 ．1掘取）
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7 ．実 施 し た 研 究 経 過 と 成 果

7 ． 1 耐 糖 性 ス ギ 品 種 の 育 成

堀内

1 ）耐瘡性スギの採穂母木の仕立て。

2 ）ナシキの繰返 し忙よる発根性。

3 ）いままでの試植他について ）々成繚調査をおこな

つた。

1 ）採穂母樹の任立てかたについては，個樹によ

つて噺芽の状態あるいほ横付 きが異なるので，それ

ぞれのもつ特性を生かして仕立てるがよい。

ヤ
葡
ヽ

叫

、が
一

発

第7 図 ヤナセスギ樹皮型の 1例

（ 1 9 5 9 ）

薬害

2 ）サンキの発根性は代を重ねるにしたがつてよ

くなつてゆ くよ うで ある。

8 ）山地の試植地ほ，本山営林署管内に 2 ケ所 ，

西条営林署内忙1 ケ所あるが，調査の結果ほ，いま

までのところ ，山武 スギ，飲肥 スギ，宍粟スギ ，吉

野スギにくらべて耐痔性のスギは直径 ，樹高ともに

優れている。

7 ．2 天 然 生 ヤ ナ セ ス ギ の発 根 性 試 験

発音

ヤナセスギ老令木 （250 年生）の発根性試験の 1

項として，3 つの樹皮型（第 7 図） によつて分類 し

，この各型ごとにサシキ試験をおこなつた。

この粗菓第 1 匝lの試験においてほ発根率が低 く，

樹皮率と発根率のあいだにほ有意虐ほみとめられな

かつた。したがつて，樹皮型による発根率の高いク

ローンを見出すためには ，選抜個体によるサンキを

母材として，さらに代を重ねることにより，あるい

は発根率の増進が期待されるかも知れず ，今後 これ

らの間噸について究明する必要があると思 う。

7 ．3 外 国 樹 種 の 造 林 地 の 成 績 調 査

下田

四国地方における外国樹種の造林地のなかで ，西

条営林署管内の円山試験地について調査 した。樹種

は，チータマツ，スラツジュマツ，仏国海岸松 ，ア

カレヤモ リレマ？4 橙で比較のためにプ カマツ，タ

ロマツを植栽 してある。 これらの樹種の現在の成績

ほ第 7 発かようである。

すなわち ，林令 8 年のチータマツと，アカマツ，

タロマツの成績ほチー タマツが 自然枯死に よる消失

本数ほやや多いが，樹高はおよそ 2 倍に伸びている

つぎに ，、林令 1年のチータワッ，仏国海岸松 ，スラ

ッシュマツ（カリビヤマツ）の比較でほ ，枯損の差

はす くないが ，樹高は，スラツシュマツがもつとも

よい成簸を示 し，これに次いで ，データマツ，仏国

海岸松の順 となつている。 アカレヤモ リレマほ ，

マツ類に くらぺて枯損ほかな り多いが ，樹高は林令

2 年で1．7吼に伸びている。
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第7表 外国樹種の成績 】959（昭．80）年10月現在
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樹種

テー タ マツ

ツ

ツ

チー タ マ ツ

仏国 海 岸 松

スラ ッ シ ュ マ ツ

ジャ モ リシ マ

植栽本数

本
1 ∞

〝

〝

自然枯死

1 9

病虫 害

本

〝

〝

〝

〝

1 5

蔓」

現在本数

8 1

8 5

8 6

8 4

7 3

株令

年
3

1

平均樹高

e 研

1 2 9

（ 4 0 ～ 1 フ0 ）

6 4

（ 6 3 ～ 1 2 0 ）

フ5

（ 6 6 ～ 1 3 S ）

4 1

（ 1 5 ～ 8 5 ）

2 9

（ 1 5 ～ ∝ ））

5 7

（ 1 8 ～ ∝ ））

1 フ0

（ 40～3∞）

備 考

1 55フ（昭32）年10月植栽

〝

〝

1 9 59（昭34）年3月植栽

〝

〝

1 958（昭．33）年10月植栽

7 ．4 マツ類の交雑育種に関する研究

＼ヰ 平 幸 助

交雑母材を育成するため，現在まで忙選抜されて つて増殖した。

いるアカマツおよびタロマツの精英樹を ツギキによ

7 ．5 マツ類の倍数性育種に関する研究

中平

アカマツ（十和村大道産） ，タロマツ，チータマ

ツ，カリビヤマツ，の発芽直後のものにコル ヒチン

0 ．2 J％水溶液を滴下処理して 4 倍体の育成をほかつ

た。これらについて，細胞学的な調査ほ，まだおこ

なつていないが形態的に4 倍体と革もわれるものが

少数出現し・ている。

また ，すでに育成しているタロマツ4 倍体をツギ

キにようて増殖 した。

7 ．6 ユ ー カ リ の 造 林 方 法 拭 験

昭和31年いらいおこなつてきた造林方法について

とりまとめの結果 ，つぎのことが知られた。

1 ）マキツケ床地 耕土の深い肥沃な床地にま

きつけた場合は，苗木が徒長しやすく，いわゆるゴ

瑞穂

ポウ根を生ず る。また多湿地でほ ，種類にもよるが

根腐れ病に犯される傾向がある。、

2 ） マキツケの時期 7 月上旬一中旬忙まきつ

けすれば，10月下旬～ 8 月上旬には，首長およそ10
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一合Oc爪の山行きに適する苗が得られる。

3 ）掘 り取 りと荷造 りの方法 掘 り取 り当日ほ

曇天 とか ，小雨の日をえらび ；直射 日光をさけて，

苗木が しおれないようにする。容器は，苗木カンま

たほ ポリエチレンの苗木袋をもちいる。この場合 ，

苗木カンは，底に水ゴケ，あるいは，ワラバカマを

永に浸したものを敷 き，ポ リエチレンの袋ほ苗木を

タテに入れて口を締め，横に積み重ねないように注

意する。

4 ）地ゴジラエ 植えつけの 1 － 2 ケ月前に行こ

なう。その方法ほ ，1 年生造林のように ，植え穴を

よく耕やしておく，なお植穴ほbaあた り 6，000－

6 000が適当のようである。

－6 ）植エツケの時期 生活機能のやや低調な時

期，すなわち10月下旬 ，あるいは翌春 3 月上旬ごろ

の値えつけがもつともよい活着を示す。 しかし，苗

木ほ ，クリ苗やナス甫よりもしおれやすいから，一

先づ日陰に移し，必要数の苗木を小出して植 えつけ

る。

6 ）手入れの方法と時期 刈 り払いの方法は，一

般の造林地と変 りないが，ユーカ リほ成長が速いだ

けに，第 1 回の刈 り払いは，やや早いめにお こなう

必要がある。四国地方でほ ，5 月中旬一下旬 とし，

また ，第 2 回以降の手入ほ ，6 月下旬～ 7 月上旬が

適期のようである。なお，エーカクほ，他樹種に く

らべて手入れ期間が短かくて足 り，一般的には 2 －

3 年で終るようである。

7 ．7 ユ ー カ リ の 通 庸 拭 坂

下日］ 瑞 棍

いままでに拭粧したグロブルス，ロス トラータ，

大岐（オーキ）種 ，N O ．2 － 3 ，ビミナリス，サ リ

グナの6 檻について ，保育をおこなつ七。なお，試

植後の成育状態ほ第8表のようである（第 8 凶参照）。

第8 図

ユーカリ造林地（グロブルス，ビミナリス）

1 957（昭．32）年10月植栽（材令 3 年）円山試験地

弟8 表の結果 よりみると，比較的に寒さに耐える

グロプルス，およぴど・ミサ リスの2 種が四国地方に

適するようである。ここでとくに注 目に催す るのほ

大岐種 ！N O ．乏・～ 3 である。ユ．－カリほ ，寒害によ

つて枯死するか，またほ梢頭部だけがまつたく枯死

するが ，この2 種ほ，梢頭部の6 ～10cm の範囲が滞

葉するにとどま り，8 月－ 4 月ごろふたたび斬らし

第8 表 ユーカ リの成績 1959（昭．34）年10月現在

樹種

ロス トラ一 夕

ビミ ナ リ ス

サリ グ ナ

グロ ブ ル ス

大岐 N o．2

大岐 ド0 ．3

活着思矧寒害厚刊禁裏

7 4

9 3

7 6

9 7

8 4

8 5

モl至‡至

喜一……書

樹高 備考

7 8 l

7 4 I
：：冨l畠表裏警護袋

く葉を生ずる。そのためか樹高は他の種類に くらぺ

てかな り低 くなつている。しかし，母樹の所在地で

ある清水営林署管内の大岐国有林では，気候か暖か

いためこのような傾向はまつたく見られない。この

ことほ結局 ，母樹が導入されて ，すでに数十年を経

てお り，その結果 ，異郷土にたいして順化性をもつ

跨いたつたものとも考えられ ，耐寒性育種 の面に重

要な示唆を与えるものともいえよう。
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7 ．8 ミ ツ マ タ の 育 種 に 附 す る 研 究

中平 幸 助

1 ）人為6 倍体の適応性を調査すると同時に成長

量について再検定をおこなつてきた。成長量および

刈取後の徽芽カほ他品種よりもきわめておうせいで

とくに病害にたいする抵抗力は倣い。

2 ）晶穐間一代雑種の次代植物群紅ついて ，特性

調査 をおこなつた。 これらほ一代雑感の核分裂のみ

だれにともなつて，正倍数体のものほきわめてす く

なく，染色体数ほ 2 n ニ33－ 2 n ＝58 の範囲にあつ

て，8 Ⅹ」－1 一－2 の個体のなかにほ ，かな り成長の

よいもの もあつ た。

7 ．9 民 有 林 の 経 営 実 態 分 析

鮪田

本県の代表的な山村である高岡郡梼原・東津野の

両村について実態調査をおこなつた。その成果の一

部として個別経営の改善計由を発表した（高知県の

一山村農家における経営の実態調査とその改善計画

一兵頭正寛）がさら忙，35年度もひきつ ゞき精密調

査をおこなう予定である。

7 ．川 ア カ シ ヤ 属 等 の 植 栽 拭 験

兵頭

四国の海岸地帯には ，比較的に土壌状態の不良な

林地が多い。 このような林地において ，現在の主要

樹僚であるスギ・ ヒノキ・ マツよりも成長の早い樹

種を見出し，あわせて環境 との相関を研究 し，当地

帯の施美方法の参考資料を求め るため ，須崎営林署

の柄の川山国有林45林姓 ，ほ小粧（土壌型B l‡－B c）

に試験地を設定して，アカレヤ展を植栽し，その成

長経過を観察した。

第9 表 音烏 トゲナシとフサアカジャの活着率

観測 年 月

1 958（昭33）年3月

〝6月

〝8月

1 959（昭34）年6月

青島 トゲナシけサアカシヤl備

本
1 ，0 50

1 4

2

本
1 ，0 5 0

2 5 1

7 1

2 4 7（7 8 7 ） ‡ 3 8 4（3 4 4 ）

栽

泉

植

枯

ほ活着

1 ）1957（昭32）年 3 月に地プレラエし，同年10

月に植穴を掘 り，翌年3 月に青島 トゲナシ ，フサア

カジャの両樹鹿を植栽した。その後に枯損本数をし

正寛

らべると，第 9 衷のとお りであつた。

青島 トゲナシは活着本数75％ ，フサアカレヤほ33

％である。これほ，乃4年 1 月1了～20日に，－6．70－

－1．7 0 にさがる異常寒風にさらされたためと思わ

れる。

第10表 音島 トゲナレとフサアカレヤの樹高成長

J 亀

†乃′

0 ．1 ・－ 0 ．5

0 ．6 ～ 1 ．0

1 ．1 ・｝ 1 ．5

1．6 ′｝ 2 ． 0

2 ．1 ～ 2 ．5

2 ．6 ～ 3 ．0

3 ．1 ・－ 3 ．5

3 ．6 ～ 4 ．0

6 ．6 ・－ 7 ．0

計

」＿竺グナレ フナアカレヤ

本
3 1

2 4 1

3 2 8

1 5 4

3 0

3

7 8 7

平均 1 1 ．3 2

本
3 9

7 1

1 0 3

フ8

4 0

8

2

2

1

3 4 4

1 ．3 7
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その成長状況ほ第10表のとお りである0

（ 第 9 図参照）

第9 開

植栽後1年3 ケ月日の青島け ナシを下刈している0

2 ）植栽数年後に伐採した場合¢アカレヤモリレ

マ萌芽カを知るために試験地を設定した。植栽後 1

年目に異常寒波におそわれた一 1）参照－ため大半

枯れてしまつた0 枯損後の触劉犬呪を観察すること

ができたので，ここにそのあらましを報告する試験

場所ほ 1 ） と同じく45林政は小姓で，南面し・ 土壌

型はB c。1958 （吼 38）年8 月に2肌間隔に100本

を植栽し，同年 8 月に下刈をおこなつた〇

第10図

寒害（4 日間にわたり零下6・7～11・7つ のため幹

軌ま枯死したが，翌春地際よりふたたび蔚芽した
アカレ ヤモ リシ マ 0

1 959 （昭湖 ） 3 月に調査したところ，第11表の

結果を得た○この調査によつて，－100 程度の寒さ

をうけても，生存を続け ることができることがわか

国支 場年 報
（ 1 9 5 9 ）

第11表 寒波によるアカレヤモル マの枯損

寒波による障害をうけないもの

梢端だけ枯れたもの

枯れたのち，根元から爾芽 したもの（第10図）

自然枯死のもの

計 〝l

った。その後，同年1絹 に調査した際，

⊥8

24

㌘

31

00l

6 本の枯損

をみた。樹高別の本数 分配をみると，第12表のとお

りであり2 年間に平均 3肌 の成長をしている。

第1曙 アカレヤモル マの2年間の樹高成長量

樹高

仇

0｛ ′ 1 ．0

1 ．1 － 2 ．0

2 ．1 ～ 3 ．0

3．1 ′｝ 4 ． 0

4．1 ′－ 5 ． 0

5 ．1 ～ 6 ．0

計

本数

本
2

1 4

2 0

1 2

1 2

3

6 3

平均樹高 3 ．∞仇

3 ） 1 ） ，ヱ）の試

験によつて，海岸地帯

におけるアカレヤ属の

成長のあらましがわか

ったが ，さらに傾斜 ，

方位 ，土壌状態 ，気象

等の環境 との相関をあ

きらかにするため，高

知営林局 ，須崎営林署

林業試験場四国支場の

3 老の協議に基いて，支場が試験地の設定 ，調査（成

長調査 ，土壌調査）に当 り，須崎営林署が実行 ，管

敷の任を担当して ，アカレヤ属等の造林試験をおこ

なうこととした0

すなわち，場所ほ前記須崎営林署の楠のJ仙 国有

榊5林政ほ小粧とし，昭柳 4年度から昭和4咋 産ま
での11ケ年を試験期間とする○

第13表 試験地の植栽樹種 とその両横

樹種 特徴 面積

⊥

2

3

4

5

6

アカレヤモ リソマ

ヤナギバアカシヤ

フサア カレヤ

青島 トゲナシニセアカレヤ

ミモザアカジャ

比較区としてシイ林として施菓する

幹蔚芽する

風に強い

根新芽する

新芽勢が強

虫害に強い

〆T
計

1 ．2

1 ．6

1 ．9

1 ．0

2 ．0
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樹種と，その植栽面積ほ第13表のとおりである。

植栽本数ほ，各区ともbaあた り5，000 本とする。

ただし，レイ区ほ現在新芽しているものがあるので

植栽本数ほ 2，500 本 とする。

鎚年渡において，区由測量をおこない，歩道を新

設し，青島 トゲナシの蔚木を養成 し，シ′イ種子を採

取して播種した。樹健の 1 ，－ 3 ，5 ，の棒子をア

1 5

メリカより輸入することとした。

3 5年度において，苗木を養成 し，地ゴジラエして

底播 と苗木植栽をおこなう。

3 6 ，37両年度において，下刈をおこない，38年度

以降ほ成林状態をみて，各種の保育 ，成長調香をお

こな うこととして いる。

7 ．11 薪 炭 林 の 植 生 調 査

兵朝

四国においては，薪炭林は民有林の総面積1別）万

h aのうち62万b を占めている。 この取扱いかたをど

うするかということほ，国家経済上にも私経済上に

も大きな影響を持つている。その生産技術について

ほ，すでに多 くの論文が発表 されているが ，薪炭林

の現状を植生の上から実用的な分類をして ，各型ご

と紅椎柴法を検討するため ，高知県の薪炭林の多い

海岸地帯 （ホル トノキ・ タブ群系 ，レイ群系）につ

いて ，植生型を分類した。

第11凶

高知県安芸郡野根町内田における，アラカシシイ

を上木とする植生。

1 ）常緑広葉樹を主とする植生 （第11図） こ

の植生に属するものほ，コ汐イ，アラカレ等を優勢

種とする常緑広葉樹の景観を呈 し，植生としては も

つとも安定したものであり，その連年成長量は5 ～

1 0汀如こ達する。薪炭林としてほ，もつとも多 くの成

長量の期待できる林相である。この植生内で，レイ

●アラカレの混交する林分において皆伐と択伐をお

正貫

こなつた一例をみると，伐期における総成長量はほ

とんど同 じであつても，択伐の場合ほ薪炭林として

すぐれた陰樹が増加している。 また ，土壌 の保全の

上からも有利であるので，つとめて経費の節減でき

る手段を講 じて択伐するのが施業法 としては合理的

である。最近はレイにたいするパルプの原料 として

の需要が増えたので，本樹種の施業法について検討

してい きたい。

九ニ

：削
ヽ

Yヽ

蚤

∵J

第12図

高知県土佐清水市小筑紫において，落葉樹

下に常緑樹の侵入している植生。
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2 ）落葉広葉樹を主とする植生 （第12図） こ

の植生ほ火災があつたとか ，火入れ後に成林した場

合のように，地表が直射光線 ぉうけるときにまず出

現する椅生であり，やがては常緑樹を主とす る植生

に移行す る。林分としての成長量ほ比較的にす くな

い。

弟13図

高知県安芸郡野般町内田におけるアカマツを上木

とする常緑広葉樹の植生。

3 ）アカマツを上本とする埴生 （第13図） こ

の型の薪炭林ほ ，外観ほアカマツの純林状であるが

下木 としてほ常緑樹 ，落葉樹があ り，さらに退化し

7 ．1王 シ イ

兵頭 正 寛

四国の海岸地帯は，レイを主休 とす る林分がひじ

ょぅに多い。レイは炭材としては不良樹種に属する

ので，これの除伐について試験をおこなつた0

試験地の場所は，高知県土佐清水市伊佐の長歯巣

山国有林35林粧 ，ろ小粧にある。地質は第 8 紅花崗

岩で，土壌は乾燥しやすい。どちらかといえはやせ

た土壌である。

伐採前ほレイ，カレ顆，ヒメェズクハ，タイ ミソタ

チバナ等の多い＄5年生の林分で，ba当 り194㌦を有し

ていた。この分からシイ（ぬあた り82㌦ ，42％）を除

伏した。 9 年後にレイの萌芽状況ほ第14表のとお り

で，平均 1株あた り8．4 本の蔚芽をしている○その

成長量は第15表のとおり平均直径 1・8 00 である○

山一些攣L ＿＿＿

た植生にあつては，ネザサ・シダ類を混ずることが

あるっこの植生に属するものほ ，地表を露出し・ない

ように ，下木は択伐するを可とす る。

第14開

高知県土佐清水市小筑紫野地におけるシタの群落

皆伐を繰り返すと，このような不生産地になる0

4 ）シダ・ネザサの軌群落（第14図） 本植生

は，ある植生をくり返 していちじるしく破壊した場

合に出現するもので，皆伐を繰 り返 した地域忙多 く

みられ る。この植生忙属する地帯ほ ，人工植栽によ

って植生連続を早めるのが もつ とも良笥であろうが

これについてほ別途試験する予定である0

の除 伐 放 散

佐竹 和 夫

第14表 レイの株

ごとd 萌芽数

粛芽 数

本
0（枯死）

1 ～ 5

6－ ′ 1 0

1 1 ～ 1 5

1 6 ・一 2 0

2 1 ・－ 2 5

2 6 ・｝ 3 0

株数

株

刀

48

40

乃

4

6

3

（

計
031

第15表 除伐後 9 年 目のレ

イの成長状況

直径

C 仇

～2

2 ～ 3

4 ～ 5

6 ～ 7

8 ～ 9

「
」ド
数

本
8 6 3

2 ∝

1 9

6

2

計ト006

材積

Ⅰ㌔
0

0 ．2 フ6

0 ．〔芯2

0 ．0 5 8

0 ．0 4 1

0 ．4 3 7

設定前に総材積のうち43

％を占めていたときに くら

ベて，34年度においてほ，わずか 1 ％にすぎず，除



ー＿＿＿【（些591 ＿【

伐の目的ほほぼ遷せられたものと考えるのである。

年報

7・ 13 －の谷山スギ人工林収穫拭験

兵頭

スギ人工林を現行の旛業法によつて施賀 した場合

の成長巌と収穫量，およぴその他の統計資料 を収集

し，あわせて林分構造の推移を解明する目的で，魚

梁瀬営林署管内の 100 林堆い小姓内に 0．蝕a の収穫

試験地を新設した（第ほ図）。

l ，皿の両分区に分れ ，樹令ほ36年生である。

伐採前後のb あた りの本数 ，材積ほ第16表のとお

りであ る。

第16表一の谷Lh試験地の伐採鮪夜の本数 と材積

区分

Ⅰ

Ⅱ

＿＿餞

本

本
1 4 7 8

1 7 7 2

d 1
4 フフ

3 29

本数 l 材積

Ⅱ 払3 2 1 8

本
6 5 2

8 弓9

木

材積

Ⅰ㌔
1 3 S

l l l

均

…：…：慧：…才芸≡lて二；二彗：；I王…≡ 第15図

－の谷Lいスギ人工林収穫試験地の林相。

7・ 川 滑床山スギ人工林収穫試験

佐竹 和 夫

スギの人工林について成長状況を調査し施薬計画 臥 29）年の6 匝舵わたつて調査をおこなつてきた。

の資料とするため，宇和島営林署管内の26林粧内紅 1959 （昭・叫 年は6 回目の調査である。試験地の

1 931（昭・6 ）年試験地を設定し，その後1936（昭・ 面積は1 ba，林令ほ5昨 である。測定方法ほ直径巻

1 1）年，1942（吼 17）・ 1947（昭・22）年，1954（ 尺で胸高直径を測定L ，樹高曲線から樹高を求め，



林巣 試 験 場 四 国 支 場 年 報－－一 一－－▼≠一伽叫－－サ¶w 一－＿－一】 叫冊＿｛＿．＿＿→－▲＿－Ⅶ＿－「＿＿→＿】＿＿▲＿▲＿＿＿＿＿担攣）

高知営林局発行の材横表によつて材横を算出した。

欝17表 滑床山スギ試験地の成長の推移 （1 ba）

術査
年月

昭和月

林令

年

芸；壬ヨ蓋

至車重苧潮
。羞J ㌦i‾索
4 フ0

4 6 7

1 1

1 1

二言f…：

9 1

5 1

n ナ

面「有 産一裔

竜一前盲右l‾訂
仇 e 釈

3 5 ．フ

3 9 ．0

4 1 ．5

樹

各年度の調査結果ほ第17表のとお りである。

高

囲l平均

11．5 一｝ 1 8 ．0

1 1 ．5 ～ 1 8 ．5

1 1 ．5・－1 9 ．5

？7 む

1 5 ．1

1 6 ．0

1 6 ．9

この試験地は設定当時は，本数 887 本，材椅210．㌦であつ

た0 これを，本数181本（20・1％） ，材積2肘 （12．4％）

の間伐を，5 年後 の1936（昭・11）年11月にも144本（20．4％）

4 1れ （14・2％）の間伐をおこなつた○柑45 （昭．20）年の

暴風により，本数78本（柑・9％）材横42汀ヂ（11．8％）の被害

をうけた。

成長状況を林野刑 962（昭27）年発行の土佐地方スギ林林

分収穫表と対照 してろると，幹材碩でほ地位 2 等地の成長に

相当するが・ 連年成長でほ地位 1 等地忙優 り53年生の現在で

も・ なお良好な成長をしている（第16図）。

第16図

滑味山スギ人丁林収穫試験地の林柑∩

7・ 15 滑 床山 ヒノキ人 工林 収穫 試験

佐竹 和 犬

ヒノキ人工林の成長状況を調査し，施薬計画の資

料とす るため，宇和島営林署管内の40林粧内に19別

昭・6 ）年試験地を設定し，その後，1936 （昭．11）

年・ 1942（昭・17）年 ，1947（昭．22）年 ，1954（昭

・ 29）年の6 回にわたつて調査をおこなつてきた。1

9 49 （昭・a4）年ほ 6 回目の調査である。試験地の面

積は 1 ba，林令ほ52年である。測定方法ほ直径巻尺

で胸高直径を測定し，樹高曲線から樹局を求め，高

知営林局発行の材横表から材積を算出した。
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第18表 滑床山ヒノキ試験地の成長の推移 （1 ba）

羞長串長率
査
月
網
年

今林 本数

昭和年
6 ． 6

1 1 ．1 1

2 4

2 9

蓑享……！…萱蟄‡
5 ．4 5

4 ．9 4

2 ．8 3

2 ．器

1 ．7 5

総成
長最

1 2 5

1 7 4

2 2 3

2 6 5

3 0 9

3 3 7

範断 l 平均

C 爪

8′｝ 2 7

9 一－ 3 1

1 0・－3 6

1 0・｝3 9

1 0・｝4 3

1 0・｝4 5

C m

1 6 ．8

1 9 ．7

2 2 ．4

2 4 ．0

2 5 ．9

2 7 ．0

範囲 ‡
仇

8 ．0 ～ 1 2 ．5

8 ．0・－1 3 ．0

9 ．0・｝1 4 ．0

9 ．0・－1 4 ．0

9 ．0・－1 4 ．5

9 ．0・－1 5 ．0

均平

肌

．6

．2

．6

．1

．4

J

O

ュ

1

2

つ
ム

つ
ム

l

⊥

l
 
l
 
l
 
l

翻査結果は第18表のとお りである。

本試験地を改定した当時の林分ほ本数1，377本 ，材積ほ4nヂで

あつたが ，これを本数で377本（27舞），林憤で24㌦（16．0％）

の間伐をおこなつた間伐後に比べ ，1959 （昭．34） 年調査時に

は23本城少 している。 これほ自然枯死 ，樹幹析解のための伐採

によるものである。 7・14 のスギ試験地ほ1945 （昭．20）年の暴

風によつて被害をうけたが ，本試験地ほほとんど被害をうけず

に順謝な経過をたどつている（第17図）。これ を1957（昭．32）

年発行のゴニ佐地方 ヒノキ林林分収穫表と対照すると材積ほ地代

2 等に相当するが ，間伐をおこなわないため成立本数が多 く，

樹冠の覿合紅よる枯死木を生 じている。

1 9

第1フ図

滑床山ヒノキ人工林収穫試験地の林相。

7 ．柑 林 地に おけ る肥料 3 要 素 試 験

津田四郎 井上輝一郎 岩川雄幸

1 ）試験地

須崎営林署管内の下る川山国有林15林軟い小社 ，

ならびに本山営林署管内中の川 山国99林粧ほ 小姓

で，土壌型ほ B c型およびB D型である。

第19表 試験区および施肥設計

試験 区

無肥 料 区

窒素 単 用 区

無窒 素 区

3 要 素 区

植栽木 1 本あたり

硫安 l 過右

タ

3 0

3 0

3 0

3 0

硫加

タ

1 0

1 0

2 ）試験設計

スギ，ヒノキの新穂地に第19表の試験区を設けて実

施した。

1 区面積は 100㌦で 3 回繰返しをおこなつた。た

だし，下の川山試験地のB Dほスギ，ヒノキとも2 回

抹返 しとした。植栽本数ほ 1区あた り30本で，施月巴

ほ植栽時におこなつた。

8 ）成績の概要

調査成績ほ第18一別図の通りである。これによる

と，スギ，ヒノキとも同様の傾向であ り，樹高，枝

張りほ窒素単用区において最大値をしめ し，3 要素

区が これにつぎ，無窒素区ほかえつて無肥料区 より

小さい値をしめしている。
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第18図

ヒノキ’3要素試験伸長星図（下る川試験地）
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夢19図

スギ ・3要素試験仲良星図 中の川 試験地）
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第20図

ヒノキ 3要素試験伸長量図（中の川試験地）
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第21図

スギ ・3要素試験伸長星図 下る川儲験地）
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7 ，lT 施 肥 期 に 関 す る 拭 輸

（ 窪田四郎 ，井上輝一郎 ，岩川雄幸）

1 ）拭験地の所在地

本山営林署管内の中の川山国有林99林粧 ，は′ト粧

2 ）拭験設計

スギ新植地に下記の試験区を設定した。

i ）無肥料区 ，

i i）固形肥料 3 月施肥区，

i ii）固形肥料6 月施肥区，

i v）固形肥料 7 月施肥区

Ⅴ）固形肥料8 月施肥区

V i） 3 要素 8 月施肥区

V ii） 8 要素 5 月施肥区

V iii） 3 要素7 月施肥区

i ≠） 3 要素 8 月施肥区

三

軍

革

無

窒

素

窒
素
単
用

無

肥

料
DB
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1 区の面積は，100汀～とし， 1 区あたり30本棍で

2 回の繰返 しをおこなつた。施肥量ほ固形肥料区に
〈

は（也）1号を8個，3 要素区ほ硫安3叩 ，過石3叩 ，

硫加10グを混合 して施用した。

3 ）調査成績の概要

第1 回の調査による1 年間の伸長量を欝22図に示す

これによると，8 要素施用区における伸長量ほ ，

樹高 ，枝張 りともに 3 月 ，5 月，7 月としだいに増

加し，7 月施肥区において最大で 8 月施肥区ほ最 も

劣っていた。

固形肥料施用区でほ施肥の時期による姜ほ認めら

れなかつた。

第22図 施肥時期試験 伸長電岡

3 0

2 0

I 0

0

脚高

′‾‖‾‾、‾－－－－－－－一柳

／

r
′－－ － － 一一 － － － － － 、 ＿

九3 5 ワ 8

肥昆 昆 昆 昆
杓肥 肥 肥 肥
、一 「 一－ r － ノ

三軍 事

7・ 18 施 肥 位 韮 に 関 す る 拭 験

（ 津田四郎，井上輝一郎，岩川雄幸）

▲

肥

料

－

3
月
沌

肥

5
月
掩
だ

庫l形l亡I斗

ワ
月
沌
だ

8
月
沌
肥

ノ

1 ）拭験地

須崎営林署の下る川山国有林15紅い小班，ならび

に本山営林署管内の中b 川山国有林99林鹿ほ小珠

2 ）拭験設計

スギ，ヒノキ新植地に下記の試験地を設定 し，聞
′‾、

形肥料く也）1 号を使用した。

試験区

i ）触肥料区

i i）両側施肥区

i ii）周囲施肥区

i v）根底施肥区

1 区の面積は100㌦として8 回線返しをおこなつ

た植栽本数は，1 区あたり30本植えとし，施肥量は 和一▲0
（

各区 とも，1 本あた り，（lll）1号を8 佃施用した。
＿ヽ ／

8 ）調査成横の概要

第1回の調査による 1年間の伸長量を第23－24図

に示す。

スギの樹高伸長量ほ，下る川試験地では，周囲施

肥区がもつ とも大 きく，両側施肥区がこれにつぎ，

根底施月巴区ほ ，前 2 者に比べてかな り劣 る。

中の川試験地では，両側施肥区がもつとも大きく，

周囲施肥区，根底施肥区の順に劣 つている。

ヒノキの伸長量は ，下 る川試験地でほ ，両側施肥

㈹l 第23図
●0

3 0

‖）

3 0

2 0

1 0

施肥位置試験 伸長畢図（下る川試験地）

′‾ I ・－ 一 － 、

、樹志

、、根 強

一両 I司
月巴

料†則 匪l

スギ B D

根

底

無
肥
料
＿ヽ＿＿＿＿

両周 根

側固 底

ヒノ キ B c

塀24岡

地肥位畏試験 伸長亀岡（中の川試験地）

柵高

′′／ヽ、、ヽ －ノ ーー ーーーーーーーーー＿

ノ′ 、、、積張

弓k 丙 周 順
乃巴

村側 囲 低
」－ 】 r － ノ

スギ日 D

一両 周
肥
料側 囲

ヒノキ B e

底
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区が もつ とも大きく，周囲施肥区，根底施肥区の順

で，中の川試験地でほ ，両側施肥区 ，周囲施肥区ほ

はぼ同様の伸長景を示 し，根底施肥区ほ前 2 者に比

べて劣つている。

（ 1 9 5 9 ）

スギの枝張伸長量ほ，樹高で見られ るように顕著

ではないが，周囲施肥区 ，両側施肥区において大き

い傾向があ り，ヒノキについては，ほとんど差ほ認

められない。

7 ．柑 林 地 の 施 肥 主 に 関 す る 試 鹸

（ 津田四郎 ，井上輝一郎 ，岩川雄幸）

1 ）試験地

本山営林署管内の中の川Lh国有林97林粧。土壌型

ほB c型およぴB D型。

2 ）試験計画

i ）樹 種 スギ（ ミレヨク，サンキ）の，植栽時 と

2 年生 ，ヒノキ（ミレヨク）の植栽時 と2 年生。

i i） 試験区 無肥料区，基準区 ，2 倍区，3 倍区

i 誠）施肥量 基準区ほ 1本あた り窒素成分として

1 0 タを施用した。

3 ）生育調査

第1回の生育調査を19帥（昭a5）年 3 月に実施した

7 ．20 林 地 め 肥 追 に 関 す る・試 験

（ 額田四郎，井上輝一郎，岩川雄幸）

1 ）試験地

本山営林署管内中の川山国有林 ，97林粧。

′2 ）試験計画

i ）樹種 スギ（ミレヨウ），ヒノキ（ ミレヨク）

i i） 試験区 触肥料区，l 回追肥区，2 回追肥区

，3 回追肥区

i ii）施肥量 1 回の施肥量ほ 1本あた り窒素成分

量10 タとし，年 1 回施用する。

3 ）生育調査第 1 回の生 育調査を1960（昭35）年 3

月に実施した。

7 ．21 林 地 用 肥 料 に 関 す る 託 輸

（ 窪田四郎 ，井上輝一郎 ；岩川雄幸）

1 ）試験地

本山営林署管内の中の川山国有林 ，97林釈。

2 ）試験計画

i ）樹種 スギ（ミレヨク，サシキ） ヒノキ （ミ

レヨ ク）

i i） 試験区 無肥料区 ，尿素区 ，スーパー窒素区

スーパr 赤区 ，固形肥料区。

i ii） スギ5 回，ヒノキ3 回の繰返 しで行つた。

i v）施肥最 窒素成分を主体とし，各月巴料ともN

成分量を ，1 本あた り10グとした。

3 ）生育調査 ／第 1 回の生育調査を1960（昭35）年

3 月実施した。

7 ．王2 菓 分 析 に よ る 林 木 の 栄 養 診 断

（ 津田四郎，井上輝一郎，岩川雄幸）

葉を分析して林木の栄養状態と，土壌型との関係 まずスギ，ヒノキの樹実について分析をおこなつた

を調′く，林地施肥にたいする参考資料とするため，
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1 ）試料の採取方法

成分含量におよぼす要因としてほ，いろいろ考え

られるが，今回の調査においてほ ，樹令 ，土壌型 ，

樹冠のなかの位置採贅の時期に区分 しておこなつた

スギ，ヒノキとも，樹令は 5 年生 ，8 年生 ，も5年生

土壌型ほ馳 型およぴB D 型で，樹冠の上部 （梢頭に

近い新菓） と，最下部から，それぞれ 7 月上旬 と，

1 2月下旬の2 回採取 した。

2 ）分析結果

分析に供 したものほ ，スギ6 本 ，ヒノキ6 本で，

その培果ほ第加表のとお りである。

水分

菓の着生部位別にみ ると，スギ，ヒノキとも上部が

下部 よりも多 く，時期的にほ7月が12月よりも多い。

灰分

灰分は，部位別にほ ，スギ●，ヒノキとも下郎の方

が上部よりも多い傾向があ り，時期別にほ12月が 7

月より多い。

窒素・燐酸

窒素，燐酸ともはぼ同様の傾向を示 し，部位別で

ほ，上部が下部よりも多く，時廟別紅ほ 7 月より12

月が多 くなつている。樹種別にみると，上部ほ ，窒

素，燐酸ともスギの方がヒノキよ りも多いが ，下部

については ，ほつきりした傾向ほみられ ない。土壌

型別の差連ほ ，仝令のスギ，ヒノキを比較すると，

B D型のものがB c 型のものよりも窒素，燐酸 とも多

い傾向がある。

第20表 樹葉の贅分合有里

樹

令

5

樹種

ヒ

ノ

キ

ス

ギ

フ8 ．3 8

6 7 ．5 9

7 4 ．9 3

6 8 ．9 0

7 8 ．3 2

5 9 ．1 9

CR

H

上
下

ヒ

ノ

キ

ス

ギ

8

53

ヒ

ノ

キ

ス

ギ

爪C
上
下

6 5 ．6 4

6 1 ．3 6

（ ％）

炭分 I N11iO5

可両帝 同話方
綿車串串朝呂‥……
綿率恵陣頭鳶

6 3 ．2 2
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璃
3

4‥串
顆＿n

（ W ）

上
下

R 輔

叫幸

7 0 ．8 9
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3 2
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．24
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倖
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n
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上
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6 0 ．9 1

6 8 ．0 1
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叫幸
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塾

：至言l呂：諾

三拉
串卑斡冨

碑埠軸碑＊…
5 9 ．9 1

6 3 ．3 フ

乾物に対する％である

l 劃 有 林 土 壌 調 査

（ 津田四郎，井上嘩一郎，岩川雄幸）

高知営林局管内における土壌調査ほ昭和24年度よ

り開始し，現在までに下記経営区の調査を終つた。

経営 区 名

栃

瀬

利

水

崎

染

半

大

魚

奈

構

須

耐抵

1 2 ．6〔沿

9 ．600

3 ．600

9 ．∝氾

6 ．5（X ）

（ 報告書掟什げ み）

（ 〝 ）

（ 〝 ）

（ ” ）

…：芸i∃串
2 3

8 3

8

5

．4

つ
ム

⊥

⊥
0

一

．17

0

炭素N・ l，2（）5は絶

営経

一

徳

粥

松

小

高

大

一
計

区名

島

泰

山

川

松

正

8 ．〔XX ）

1 4 ．αX ）

1 4．800

1 5 ．g ：X〕

8 ．3（：0

8 ．∝沿

1 10 ．3∞

積
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7 ．24 畑 地 土 壌 の 石 灰 施 用 圭 計 算 図 表

（ 横 田

昭和3 1年度からおこなつた四国地方の苗畑土壌の

分析結果から有機物の含有量忙対する塩基置換容量

の回帰と塩基飽和度に対する P H の回帰とをもとめ

筍25閑 畑地の石伏施用量の計算図表 た（昭和

有
機

物

0

、－

2

3

I

5

6．

7．

％

8

■u

一

O

1

1

2

l ）ll．1 K c l l

7

0・0仙 あたりの 3望年，林
石

座

主七g
l ．1伽

l ，0 0 0

9 0 0

8 00

7 0 0

6 00

5 0 0

ヰ00

3 00

学会 ，関

西支講，

横田，深

井）。

この両回

帰式から

石灰の施

用量計算

図表を考

案して作

製した

第2 5図）

4 ．4

2 00 （1958年，

1 00 高知共済

0 会驚行）

7 ．25 好 悪 苗 畑

（ 1 g 5 9 ）

志朗）

使用法 ，た とえば有機物 4 ％の畑地でP H 4・8であ

ったとすると，この両点に定規をあて石灰量をよみ

とり180晦を うる。 これほすでにその畑地に含まれ

ている石灰量である。 この畑地をPH 6・0にしようと

するならば ，有機物 4 ％とPH 6・0に定規をあて石灰

量をよみ とり了10晦をうる。

すでに180時の石灰が存在しているから， 施用し

なけわはならない石灰ほ710晦 －180晦 ＝530晦で あ

る。 なお土壌の容積 垂を100 タとして作図 してある

から容積重8叩 の畑地でほ，630晦×0・8＝425晦と

なる。 また ，石礫が25％あれはさらにつぎの計算を

しなければならない。425晦 ×0・75＝819晦

この畑地では0．1baあた り別9晦を深さ10例の間に

ょく混合すれば ，P H は目的の6・0となる0

深さ16仰の土暦をP H 6．伽こする場合は 3 19晦をさ

らに1．5倍すればよい計算であるが， 混合が平均 さ

れ拓 くく，表層に多 く施 岡されるから注意 しなけれ

ばな らない。

の土 壌 改 良

（ 横田志朗 ，岩崎勇作）

昭和2丁年度に管内130ケ所の前畑土壌をとり，容積

重，全容水量，有効孔隙量について実験をおこない，

弟26図のような結果を得た（日本林学会関文論1958

発表） この結を基にして ，昭和33年度にほ重粘土で

容積薮120の円山宙畑の土壌に鋸屑 1）を混合して40

－120の種々の容積重をもつ土壌を実験室でつ くり，

容積束に対する全容水量，有効孔隙について測定し

た。 弟26図にその結果空）を示すと，全容水量ほ畑

地のそれ と平行 しておるので ，これについては鋸屑

混合の妥当なことが認められた。

しかし，孔隙量は容積重90附近で交又し，それよ

1 ）絶乾鋸屑の容積重は15．4g ，製材所堆積鋸屑の容積薫

は2 7タである。

2 ） 明らかに直線的相関関係のあることが認められた○

第器岡 客種毛に対する全容水量および有効孔隙量の回帰

％
8 0

6 0

0

▲
．

2 0
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ン
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ン

句ブ、
、

、
〃

●ヽ
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．132西畑の平均
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りかるい容積責でほ ，孔隙量が多 くな り，腐敗分解

が進行するまでは加地が過度仁乾燥することが予想

された。なお西条林署と共同でパイロットテストと

して，円LLl前畑で圃場実験をお こなつた。試験設計

ほ第21表のとお りである。

第2 1表 円LLl甫加における土壌改良試験の設計

（ 100 ㌦あたり晦）

N o ．

1

2

3

4

5

実験 区 名 鋸屑

鮮接 葉 書60 タ区

容殺 葉 書00 タ区

容接 粟暮1（カタ区

稲藁 単 用 区

原土 壌 区

2 4 ．∝ X ）

1 7 ．∝X ）

9 ．400

★書

稲ワヲ

3．4∝）！

3 ．4∞

3 ．4∞

3 ．4∞

石灰
窒素
備考

1 弧
P ．X ．C a

…捲
★改良土屑の深さ25e仇として計算 した。

★■ 鮨屑の分解促進剤として混用した。

この実験の結果ほ ，N o．3 ，4 ，6 区ほ窒素過剰

であつたが ，N o．1 ，2 区ほ窒素飢餓を起した。こ

れほ最初予想 された土壌の乾燥が主要な原因と観察

された。 7 月に追肥 としてこれらの区に 0．1h a56時

の硫安 を施用 したので ，8 月下旬頃より窒素飢餓は

回復 した。 土壌は ，N o．1 ，2 区はひじように膨軟

な二卜壌 となつたが，N o．3 ，4 区は原土壌と大差な

いように観察された。 この年度の経過おょび結果か

ら鋸屑と稲藁に対するそれぞれの窒素の補給量は稲

年報 （ 19 5 9 ） 2 5
－－■－－ ■－ ・－・－－・・・■一・・・－・ － 一一・－・・一－■・・・・・・－ －－－－一一－ ・・－・・・・・・・一 一－ ・・一－－ ■

藁100時に対 し0．5晦 ，鋸屑ほl．000に対し1．5晦がは

ぼ妥当な補給量であろうと概算された。また 1 ケ年

経過後に腐敗分解する銅屑量ほ，授与鋸屑の鴇程度

であろうと見当された。稲革ほはとんど全部その形

を失てしまつた。

昭和34年皮ほこの実験畑でほ窒素飢餓ほおこさず

，いずれの区も正常な生育であつた1 また安芸営林

署内原野苗畑3．10号畑に，土壌改良試験地を設定し

た。各試験区に対する施肥最ほ第22表のとお りであ

る。

第22表内原野苗畑における土壌改良試験の設計
（ 50Ⅰ㌔あたり晦）

芸1区 名

1

…j

射屑 改良 区

稲ワラ改良区

鰯処 理 区

射屑分 側 区

射屑

1 ．1（X ）

3 7 5

★スーパー叫まN ，

l ，，10％ K 7％

桁ワラ

9 4

9 4

3 0

堆月巴

9 4

9 4

稲葉窒
素補給
尿素

1 ．4

1 ．4

0 ．4 5

3 ．3 7

1 ．1 2

2 ．3

2 ．3

2 ．3

2 ．3

4 0％。★書スーパー亦はN ，13％

改良土層の深さは25c爪ととなるように計算して実

施した。 この試験の結果N o．2 ，3 ，4 区は正常な

生育であつたが，N o ．1区ほやや窒素飢餓の現象を

起したが他 の区に比較して乾燥状態であ り，窒素吸

収の劣 るのもこのためであろうと推察された。

7・ 王6 スギの施肥と宴素の吸収率に関する就駿

（ 横 田

昭和30年度に ，西条営林署円山苗畑で，スギ まき

つけ箭を対象 として試験をおこなつた。

1 ）試験設計

試験は 1 ㌦あた りの施用成分量をN lOダ，P 20 6

8 ダ，Ⅹ90 6 クとし，それぞれ硫安 ，過燐酸 ，硫酸

加里を使用した。

時期試験でほ過燐酸と硫酸加里は3 月10日に施用

し，硫安ほ8 月10 日施用区，6 月12 日施用区，8 月

3 日施用区 ，9 月14月施用区 とした。その設計ほ第

2 3衷に示すとお りである。

窒素肥料の基肥 と追肥の配分の試験については㌦

あたり施用窒素の総量を時期試験と同じく10タにし

－I ∵

J じ▲ヽ 朗）

第23表 苗畑の施月巴時期試験の設計

（ 1 Ⅰ㌔あたり成分量ク）

N †）．

1

2

3

4

5

区 名
3 月 施 肥

N ． P ． K ．

無要 素 区

3 月 施 肥 区

6 月 施 肥 区

8 月 施 肥 区

9 月 施 肥 区

6 月
施肥

N ．

8 月 l9 月

些＿埋腱＿▲月賀

N ． 1 N ．

ー8 6

1 0 8 6

－8 6

－8 6

－8 6

1 0

1 0

1 0

全量基肥区，与島基月酌も追肥区，鳩基肥写も追肥区，与左

基肥写生追肥区と触窒素区にした。基肥ほ3 月10日に

，追肥は 8 月 3 日それぞれ施用した。燐酸 ，加里の
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第24表 基肥 ，追肥の配分割合試験
（ ㌦あたり成分量 ダ）

区

1

2

3

4

5

⊥

2

3

4

5

3 月 施 肥
8 月3日
追肥

N ． P ． K ． N

無崇 素 区

全量 基 肥 区

‡も 基 肥 区

鳩基 肥 区

施基 肥 区

無

3

6

8

9

1 0

5

3 ．3

2 ．5

6

6

6

6

6

Q

U

8

Q

U
 
Q
U
（
0

5 ．0

6 ．6

フ．5

第25表 窒素施用の時期試験

（ 1 9 5 9 ）

の施用ほ時期試験 と同様にとりあつかつた。欝24表

にその設計を示す。

2 ）調査結果

窒素の施用時期についての調査結果ほ第25－26表

のとお りであ る。

窒素について基肥追肥の配分試験の調査結果は第

2 7・－28表のとおりである。

（ 生育および苗木収量）

酋高
名

苗量 重

6 ．1 1 7 ．1 3 1 0 ．1 8 1 ．1 1

窒 素区

月施 肥 区

月施 肥 区

月施 肥 区

月施 肥 区

0 ．0 5

書L ．♪ ．0 ．m

l 託

3 5

4 6

し；）‡

6 ．1 1 7 ．1 3

5 0 9 3

7 1 1 4 2

5 7 1 6 8

－2 0 1

－1 5 8

皿

143

捕

213

S

タ
0 ．0 7 4

0 ．1 2 6

㌦あたり蹄乾物妻量

1 0 ．1 8 1 ．1 1 6 ．1 1 7 ．1 3 1 0 ．1 8 1 ．1 1

0 ．2 5 6

0 ．5 8 1

0 ．3 2 3

（ 3：芸）

1 ．払 1．95

3 ．1 9 3 ．8 0

4 ．6 2 4 ．7 2

5 ．53 6．∞

3 ．7 5 5 ．1 5

0 ．0 ∈I O．フ11．41

0 ．1 4 0 ．9 9 1 ．9 8

★最少有意差 椒 （ ）0．05信頼限界

第26家 宝素施用の時期試験 （窒素吸収量および吸収率）

ュ

つ
‘

3

4

5

施

施

施

施

窒

月

月

月

月

無

3

6

8

9

素

肥

肥

肥

肥

区

区

区

区

区

タ

4 6

7 0

5

．
4

7

5

つ
】

6

⊥

1 7 2 2 2 5

2 8 2 4 4 7

4 1 6 5 6 8

4 4 4 7 1 9

2 7 6 5 9 5

（ …喜）芸 ；； …≡

乾物 中 の 窒 素

6 ．1 1

％
1 ．6 0

2 ．8 6

ぜあ た り窒 素 の 吸 収量 窒素 吸 収 率

7 ．1 3 1 0 ．1 8 1 ．ユ1

9

8

2

⊥

つ
一

9

1

3

3

5

0

ュ

ュ

ュ

⊥

4

8

6

7

つ
‘

ワ

一

つ
J

【
ノ

9

ュ

ー

ュ

⊥

ュ

3

ほ

㍑

ほ

一

【

第即表 窒素の基肥 と追肥の配分試験

区

1

2

3

4

5

無崇 素 区

仝皇 基 肥 区

基肥 与も追 肥 与毛区

基肥 与も追 肥 写も区

基肥 旭 追 肥 今生区

酋高

6 ．1 1 7 ．1 3 1 0 ．1 8 1 ．11

タ
0 ．6 4

1 ．8 5

34

92

訪

一

1

2

2

6

6

5

ュ

7

一

ュ

2

4

7

3

1

3

3

一7

0

0

つ
ム

ワ

一

9

⊥

4

2

2

4

4

0

2

5

7

一

9

9

（ 生育および宙収量）

荷重 量

抑
33

41

36

35

35

∽

一

竺

芸

臼
≡

m

¶

m

仙

皿

149

181

211

加

瀬

136

∽

は

は

6 ．1 1 フ．1 3 1 0 ．1 8 1 ．1 1

ク
0 ．∝冶 0 ．2フ7

0 ．1 1 6 0 ．6 4 7

0 ．1m O．512

0 ．0フ6 0．3払

0 ．0フ6 0．3詔

95

エフ

52

40

鑓

ュ

．4

5

6

6

82

05

21

日

詔

⊥

3

4

5

5

6 ．1 1 7 ．1 3 1 0 ．1 8 1 ．1 1

％

1 2 ．2 1 5 ．8

9 ．1

2 5 ．6 3 0 ．5

4 9 ．9 5 2 ．フ

5 1 ．7 7 1 ．9

6 1 ．5 6 8 ．2

㌦あたり苗乾物重量

6 ．1 1 フ．1 3 1 0 ．1 8 1 ．1 1

ク
4 4 6 2

6 6 1 3 8

6 1 1 1 1

4 9 8 4

4 8 7 1

Z ）7 3 3 3

：お1 4 9 5

3 5 0 6 6 3

4 6 5 7 2 0

3 フ4 6 9 3

0 ．0 5

L ．♪ ．0 ．0 1

2 ．4 5 ．0 2 4 3 1

3 ．4 フ．1 3 3 4 4

0 ．018 0 ．拡3 1．19 1．21

0 ．0 25 0 ．0∞ 1 ．67 1 ．70

1 1 ．6 1 6 ．9 1 1 0 1 4 7

1 6 ．3 2 3 ．7 1 5 4 2（芯
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第28表 窒素の基肥 と追肥の配分試験

1

2

3

4

5

触宋 索 区

全量 基 肥 区

基肥 ‡ち追 肥 与ち区

基肥 与鳥追 肥 亨も区

基肥 与ま追 肥 今生区

（ 窒素吸収量および吸収率）

乾物 中 の 窒 素

6 ．ユ1 7 ．1 3 1 0 ．1 8 1 ．1 1

％
1 ．6 6 1 ．9 1

2 ．69 2 ．器

2 ．5 0 2 ．2 5

1 ．7 4 1 ．8 0

1 ．7 2 1 ．9 9

1 ．1 5 0 ．9 5

1 ．9 3 1 ．2 1

2 ．1 9 1 ．3 8

2 ．5 0 1 ．6 9

2．981．72■

上表について考察すると

1 ）窒素の天然供結果は㌦あた り約8 g であつた。

2 ）窒素1叩 を3 月に施用した場合の窒素の吸収率

ほ約30％であつた。

8 ）窒素10グを6 月に施用した場合の窒素吸収率ほ

約50％であつた。

4 ）窒素10タを 2 分し，5 ダを 3 月に，殉 り5 タを

㌦あたり窒素吸収量

6 ．1 1 7 ．1 3 1 0 ．1 8 1 ．1 1

ダ
0 ．7 0 1 ．1 8

1 ．9 6 3 ．1 5

1 ．4 9 2 ．5 5

0 ．7 6 1 ．5 2

0 ．払 1 ．49

74

∝

69

鉱

17

2

5

7

一

l

⊥

ュ

ュ

3 ．1 6

9

1

1

9

5

9

2

1

ュ

ュ

躯

14
6

1

窒素

6 ．1 1 7 ．13

吸収 率

1 0 ．1 8 1 ．1 1

王％

5

6

7

つ

一

ュ2

15

1

フ

1 9 ．7 2 3 ．2

2 7 ．4 4 9 ．5

1 0 ．3 8 9 ．2

1 2 ．4 8 4 ．3 6

っ

‘

8

0

5

28

59

釦

87

8 月初めに追肥 として施用した場合ほ約60％の吸

収率であつた。

6 ）窒素10グを8 月以降に施用 した場合の吸収率ほ

約70％■であつた。

6 ）窒素10タの うち2．5～3 ．3ダを基肥 とし，残 り6

6 －7・5ダを8 月初めに追肥 として施用 した場合の

吸収率ほ約90％であつた。

7・ 王丁 寧素肥 料 の施 用圭 と苗 形 に関する拭 験

（ 横 田 志 朗 ，岩 崎 勇 作）

この試験ほ昭和33年度 より西条営林署円山紆畑 と

大栃営林署山田苗畑に試験地を設定 して，棍栽密度

と窒素の量が苗木 の形状および窒素の吸収紅及ぼす

影影について研究しようとした。試験設計ほ施肥巌

を1・）無窒素，2 ）窒素 6 ク，3 ）窒素12ク，4 ）窒

素18グ，6 ）窒素24グの 5 方法 とし，植栽の密度ほ

㌦あた り●N b・ 1 ，32本櫨 ，N o ．2 ，45）本棍 ，N o．

3 ，53本植 ，N o・4 ，70本棍 ，N o．6 ，84本植，N o．

6 ，100本棍，N o・7 ，125本櫨，N o ．8 ，155本植の

8 とおりとし，これを組合せて40区 2 ブロック制 と

した。昭和33年度の飼養軒果を計辞してみ ると，下

記のとお りであ る。

円山爵畑 山田蔚畑

抑長

γ＝：追．別 」－0 ．6フ4 之＋ 1 ．0 ＋∬ プ＝3 6 ．02 ＋0 ．674 之＋1 ．0 」r

何重

γ＝（－）34 卜1．29g ＋5．9エ ツ・ニト）13．盟 ト1 ．29 g －ト5且r

技張 り

γ＝ 9 ．6 6 ＋ 0・1 7 8 g 」－1 ．2 6 J ： ツ ニ 2 3 ．3 6 ＋ 0 ．1 7 8 g l －1 ．2 6 エ

註J＝／すテ蔽 盲盲品 g＝窒素の施肥用量ク

苗木の形状におよぼす植栽間隔の影響ほ ，荷重に

大きく苗長にす くない。また窒素の施用呈の影響ほ，

苗重に大きく枝張 り忙はす くない。定数の差ほ土壌

固有の生産力差や，気候的な因子も加算されたもの

と考えられる。 この実験式で計算すれほ ，53本植

（ ／1ラ蔽 i弓蒜）窒素の施用最6 ダの場合の哲形は

円山蔚畑

叩r 長、 43cm

孤束 52 タ

技張 り 27c爪

とな る。

山田苗加

5 3 e m

フ3 タ

4 1 e爪



：想 塾＿些＿室L 担＿層 支場 年 報

7 ．壬8 新 窒 素 肥 料 の 肥 効 就 験

（ 横 田 志 朗 ，岩 崎 勇 作）

昭和34年度に，西条営林署円山苗畑に設定した。

この試験は尿素とフォルマリンを締合させ，軽度に

樹脂化して遅効性とした「スーパーN 」とこれに燐

酸源 として過燐酸 ，血里源 として硫酸加里を使用し

て成化した「スーパ赤」の肥効を知るためにおこな

つた。（第29表）

帝29表

N o ．

1

2

3

4

5

6

7

8

区

新宝素肌料の比較試験設計

（ 2．4Ⅰ㌔あた りタ）

名
㌔当り成分量

「 ＿▼＿＿＿＿＿▼一－L＿旦J －＿

比較 区

尿素 与島 区

スーパーN 与包区

スーパー赤鳩区

尿素 区

スー パ ー N 区

スー パ ー赤区

撫肥 料 区

一1 0

6 ．5 1 0

6 ．5 1 0

6 ．5 1 0

1 3 ．0 1 0

1 3 ．0 1 0

1 3 ．0 1 0

K

ワ

ー

フ

【
ノ

7

－

7

一

7

一7

一

尿素

34

一

“

田

一

t

l ヌ ー lス ー

熔燐l硫加レミーレミー
＿L ＿＿＿！至L 」轟＿

薯…
3 9

フ8

1 2 0

2 4 0

（ 些 L＿▼＿＿

1 959（昭34）年12月城取調査をおこなつた。窒素

の吸収量の算出は未売了であるが ，生肥調香の結果

は帯30表のとお りである。

第30寮 生育調査の結果をしめす。
＿．．．．．．．＿一＿＿＿ － －－ 一丁＝三二一二±：＝＝＝・：＝＝＝＝＝＝＝．＝＝」コロ 二＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝三 ニ＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝≡＝＝＝＝＝二＝二＝＝＝二

項市 長 C爪

幹重 夕

収束 ダ

N o ．1

無筆素区

3 6 ．6

4 5 ．5

1 6 ．4

N o ．2

尿素地区 芸昌一l芸芸－
子7・7

7 3 ．2

1 6 ．5

4 9 ．3

7 0 ．0

2 2 ．1

4 9 ．0

7 5 ．3

2 4 ．2

ーーーー r － 一 一－－－ 一 一 － 一 一－】 － － 一 －－ 一 －－一山 ㌦ 一 － －【 － － －－叩 ‾‾‾＿一 ■■一■■－－－－ 一－ ・・・－∬ ・瓜 ・一一 一一・・・・・－－・－ －－・－－ －－■■■■■■■■‾ ‾ 一▲■■‾ ‾

項滞 長 伽

幹束 ダ

板東 ダ

N o ．5

尿素 区

5 6 ．6

8 5 ．4

2 3 ．8

N O ．6 1 N o ．7 1 N o ．8

スー パ ー l スー パ ーー

N 区

5 5 ．0

6 4 ．0

2 1 ．8

赤区

5 4 ．0

8 2 ．8

2 2 ．1

佃肥料区

3 4 ．4

4 1 ．8

1 5 ．8

7 ．相 田 国 病 虫 害 の 基 駒 査

（ 伊 藤

管内各地から送付を受けた標本またほ現地調査を

して得た標本により四国における病虫獣害の実体調

査をおこな●った。

スギ，ヒノキの病虫害 としては ，赤枯病 （サーコ

スポラ病 ，ぺスタロチャ病） ，立枯病（フザ リクム

病），さらに黒点枝枯病 ，清勝病などが主なもので

武夫）

あり，害虫 としではコウモリガ，スギカミキ リ，ス

ギマルカ イガラムレ I カ キ ナ ガ カイガ ラムレ ，ス ギ

ノハダニな どが主なものである。ス ミスネズ ミが昭

和34年度にほ多数発生 し，各地に被害が続出し始め

た。アカネズ ミ，ヒメスズ ミはす くないようである

7 ．30 針 葉 樹 稚 苗 の 立 枯 病 防 除

（ 伊 藤 武 夫）

西条営林署円山首畑および大栃営林署山田雷畑に をお こなつた0 1）セレサン石灰 ，2 ）ネマヒユー

試験地を設け ，スギ，ヒノキ，タロマツの各樹種を ム（帥） ，3 ）ベーパム，4 ）種子処理 ，5 ）無処

用いまき付床につぎの処理別 3 回繰返しの防除試験 理
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7 ．引 マ ッ ハ ガ レ 病 の 防 除 就 験

（ 伊 藤 武 夫）

昭和㍊年度に高知県の 1 部に発生したマッハガレ 年度にほ自然発生ははとんど見かけなかつた。

病についてその発生環境などを調香したが，昭和34

7 ．3王 ス ギ 林 の 病 害 発 生 環 境 調 査

（ 伊 藤

スギの枝枯性病害ほ ，昭和82年渡において小川営

林署管内大森川流域にほげしく発生したようであつ

たが ，33 ，34年度 とも管内全般に特記するはどの発

武夫）

生は認められていないが，昭和34年度において高知

県土佐都 ，安芸郡で中腹地帯あるいはその上都城に

散発している。

7 ．3ユ タ マ バ エ 類 の 生 態 と 防 除

（ 越 智

四国全域にわた り発生しているマツノンソ ナメタ

マバ エ に つ い て。

l ）高松営林署管内の清水国有林の被害地で環境

調香，被害査定のため樹幹析解をおこなつた。

2 ）高知市附近で成虫発生時の冬芽の形態を調査

鬼志 夫）

した。

3 ）昭和33年度に調査した徳島営林署管内の大俣

官行造林地の樹幹析解の資料について 1部 とりまと

めをお こなつた。

7 ．3ヰ コ ガ ネ ム シ 等 の 生 態 と 防 除

（ 越 智

1 ）大栃営林署管内の山田苗畑で，主 としてゾウ

ムシ類 を対象にした楽剤による防除訳験をつぎのと

おりお こなつた。

i ）供試薬剤 ；アル ドリン粉剤 4 ％ ，4 および8

タ／㌦ ；クロールデン粉 剤 5 ％ ，6 およぴ10 グ／㌦ ；

へブタクロール粉剤2．5％ ，3 および 6 ク／㌦ ；B H

C 粉剤 3 ％ ，10タ／㌦；鮎処理区

i i）調査 薬剤散布前の虫の密度調査 ，越冬幼

虫にたいする効果の調査，次世代の幼虫にたいする

鬼志 夫）

効果調査のため 0．25∬㌔のプロツ Iをそれぞれ一別か

所塀取り調査と，枯死した苗木の原因を覗査した。

i ii）紡果 掘 り取つたものについてほ 1部虫の

同定をおこない，枯死苗木についてほ目下検討中で

ある。

2 ）昭和32－33年度に高知大学農学部構内と大栃

営林署の山田宙畑でおこなつた土壌中におけるコガ

ネムy 類幼虫とコメッキムレ類幼虫等の生態につい

て1 部とりまとめをおこなつた。
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7 ．35 マツカレハの発生予 察 に関す る研究

（ 越 智

1 ）西条営林署の北山＿l試験地（25汀Pプロット20）

で4 月（ 幼 虫 ） ，7 月（幼 虫，蛸） ，8 月 （卵）

1 0月（幼虫）の4 回虫の密度等を調査したところつ

ぎのとお り。 （ ）は弊死虫。 4 月幼虫42頚（ 1頭）

7 月幼虫0 頭 ，蛸13頭，7 月卵12卵塊 ，10月幼虫16

鬼志 夫）

ツカレハの各虫態について室内飼育をおこなつた と

ころ，つぎのような天敵が寄生 していた。

幼虫一一ハイイロハ リバエ ，ブランコサムライコ

マエバチ，アメバチの種（未同定），黄裾前

サナギー ハ イイ F ハ リバエ ，キマタ ラ トガ リヒ

朗。

2 ） 4 ，7 ，8 ，10月北山試験地か ら採集したマ 卵

8 ．年 度 内 に発 表 した 論 文 お よ び資 料

著 者 題 目

メバチ

ソロオビタマ ゴバチ

巻名

審

穂
夫

椒
光

一
仁

志

雛

瑞
鬼

瑞

光
倫

内

田
智

田
m

村
本

城

下
越

下
吉

杉
宮

兵頭 止 寛

〝

兵朝正寛， 佐竹和夫

兵軸 1E 堀

〝

〝

〝

節… 托l

苦悶聾

円郎

井上輝一郎
安岡 桂 子

伊藤 武 夫
六浦 晃

伊藤 武 夫

伊藤 武 夫

池辺 弘 l ，之
小島 圭 三
越智 鬼 志 夫

造林 研

ヤナゼスギに関する研究

四国地方におサる外国樹挿（1）

アカマツの造林的仰僻

スギ老令木挿木試験

経営 研

農家の山林利用法 （2）

〝（3 ）

アカマツ伐採跡地にヒノキを植
栽した場合の術数種の成長比較

出家の山林利用法 （4）

〝（5 ）

〝（6 ）

椀物の生態 ①～⑲

土壌 研

土壌色の榊前について

林地における施肥時期試験

保護 研

カラマツの新害虫カラマツマタ
ラメイガに一ういて

信州でカラマツを食害するハバ
チ類について

カラマツの害虫について

地中におけるコメッキムシとコ
ガネムシ幼虫の動き

究圭

日本林学会講演集

林業試験場研究報告

l ‾†木林学全開西支部講演集

口木林学会講演集

究童

顔業及園芸

〝

高知林友

應業及陶芸

〝

〝

高知純友

究室

二L肥訟

口林関西支講

究室

林業試験場研究堪告

日林大会講

長野林友

日林大会関西文論

3

3

3

6 9

1 1 4

6
9

4

5

2

9

・

9

4

．
4

3

4

3 4 ．1 0

3 4 ．1 1

C 8 4 ～ 3 9 6

3 0 ．5

9

N o ．1 1 7

節69同

N o ‥ 9

年月

3 4 ． 4

1 9 5g ． 4

3 4 ．1 0

3 4 ． 4

1 9 5 9 ． 4

1 9 5 9 ． 5

1 9 5 9 J 8

1 9 5 9 ． 9

1 9 5 9 ．1 0

1 9 5 9 ．1 1

1 9 5 9 ．1 ～

1 9 5 9 ．1 2

1 9 5 9

1 9 5 9

1 9 5 9 ．1 0

1 9 5 9 ． 4

1 9 5 9 ． 9

1 9 5 9 ．1 2

1 9 5 9 ．1 0
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9 ．本 年 度 以 前 に 発 表 し た 論 文

著者

3 1

題目

戎

瑞

郷

義
…

義

義
…

鵬
義

義
…

義
…

瑞

軒

村

…

内

村
智

村

村
智

智
村

村
知

村
恕

円

内

杉

下

卯

杉
越

杉

杉
越

越
杉

杉
越

杉
越

下

編

宮川
下田

嚇内

下nl

穂

省

一
夫

叫

一
夫

夫

一

一
夫

一
夫

撥

音

信一一
瑞穂

雛潔

瑞概

越智 鬼 志 夫

造林 研

ヒノキ産地試験 （1）

電子放射線がスギ， ヒノキの発
芽並に成長におよばす影替

精英樹の一例について

ヤナセスギ天然生老令木の挿木
について （1）

アカマツ産地試験 （1J

クロマツ産地試験 （1）

アカマツ産地試験 （2）

ヤナセスギ天然生老令木の挿木
について

ヒノキ産地試験 （2）

レタ地盤理に関する研究（1）火エン
放射器によるレタ撲滅について

樹木の内診について

アンメートによる広葉樹枯殺に
関する二，三の考察

やせ地にたえて生育する杉優良
母樹挿木の研究

右左碧雲琵品禦嘉婁雷雲鵠長
におよぼす影常

四国における外国樹種（その1）
導入の歴 史

書

r j林関西支講

〝

高知林友

口林講

林誌月報

［1林関西文講

〝

口林講

口林関西支誹

林試研瀬

高知林友 ，

林試研報

・ 高知林友

林試研報

高知林友

経営 研

題目

増幅器を依つて聞えにくい森林電話を楽に聴 く方法

〝〝

机木再芹披簡易採雑法

山の事業所でも簡単に放送が発 しめる

〝〝 （ 続）

（ 1 ）

（ 2 ）

名l 巻 号 t 年 月

1

〝

1

6 1

1 一－ 3

．2

．3

つ

‘

6

4

乃

6
8
2
1

●

●

．

●

■

●

39

1 9 5 0

〝

1 9 5 2

〝

臼

〝

19

〝

4

r
h

－

5

5

〝

19

・

19

〝

1 9 5 6

1 9 56

1 9 5フ

誌名

l Ll 林

〝

〝

〝

〝

巻．号 年

．7 9 3

．7 9 4

．7％

．79 7

．フ9 8

1 9 5 0

〝

〝

〝

〝

氏名

兵頭 正 光

〝

〝

〝

〝
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題

w jL簑＿垂凰象＿些幽 邑腰 」些型

誌名

坪1∞円でできる電熱温床

コクゾの増殖に関する研究（第1報）
電気刺戟カiコウノの発紆に及ばす影響

F l記温度計を利用し光凋性実験に必要な口動点滅装置の考
然について

耕芽について

コウノの増殖に関する研究（第2報）
電気刺戟が根挿の発静，発椒に及ばす影響（予報）

伐採用臭が新芽に及ばす影撃

英国 トゲナシの「ルー トソ」処理による椒挿について

ミツマタ（高知種）のカギナエについて

木材の大きさと作業能率の関係について（第10報）
モミ銘木の大きさと伐木適材作業能率の関係

諸島 トゲナンニセアカシヤの根挿試験

捕樺のムラに関する一考察

ミツマタ高知種の裡幹による苗木養成について（第1報）
ホルモン処理試験 （1）

シダ類撲滅用薬剤散布について（予報）

押幹法により養成 したミツマタ高知種荷木の形質について

木材の大きさと作業能率の関係について（第 工報）
スギカ：木の大きさと伐木道材作業能率の関係

〝〝 （第≠報）
モミ丸太の大きさと トロ積込作業能率の関係

〝〝 （第濃報）
モミ丸太の大きさと集材機による集材 トロ積込能率の関係

ミツマタの高知樺とその植栽地愛嬢県惣川村祝祭記

択伐薪抜林の舶芽について

宵鳥 トグナシの挿木の予持としてアルファナタリン古書酸ソ
トータとルーンの使用比較

ミツマタの開花促進の一方法

ミツマタ高知種の挿木冊と埋幹村

木材の大きさと作業能率の関係について（第Ⅴ報）
ヒノキ立木の大きさと伐木造材作業能率の関係

ミツマタ高知種の埋幹による苗木養成にっいて（第Ⅱ・ Ⅱ報）

ミツマタ高知種の埋幹による西木養成について（第Ⅱ報）
土地被覆物と挿 しつけ角度の組合せ試験

海岸風衝地帯にぉける薪炭林の取扱いに関する二，三の考察

ミツマタ高知種の神木養成法に関する研究
一時に埋幹法による一

木賢総量孟美誓誉警蓋窟翳鮎ついて（御報）

農業電化

日林 誌

〝

高知林友

〝

誌

〃

林

〃

‖
‖

〝

〝

〝

〝

∩林関西文講

〝

〝

〝

l l 林 誹

友

報

林

誌

鮒

″

甜

〟

林

高

林

山

諦

〃

林

林試研報

〝

口林 講

巻．号

4 ． 3

3 3 ． 8

〝〝

4

0
1

⊥

9

6

7

一

ュ

34

35

〝

〝． 9

〟． 1 0

〝． 〝

．3

〝

〝

〝

．6 2

5

1

一
5

1

（

b

誌

訂

5

Q
U

白
U

63

7

日

〃

〃

乃

朋

糾

年

1 9 5 1

〝

〃

2591

〝

〝

”

99
⊥

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

″

″

捌
⊥

〃

〃

5

〝

〝

95
⊥

氏

脇

溺

頭

永

朝

原

兵

兵
山
富

兵

猪

朝

原

軸

川
本

所

川
本

頭

船

頭

川
本

〃

兵

猪

兵

宮
何

兵

何
桁

兵

猪

兵

宵
宮

〃

〃

〃

〃

名

寛

寛
永

山

寛

大

寛

大

寛

｝
卜

寛

叫
卜

寛

大

寛

一
仁

正

正

健

批

俺

正

俊

託

信
倫

正

信
倫

爪

佗

止

信
倫

寛

大

寛

正

俊

正

頭

原

弼

兵

猪

兵

〃

〃

叫
仁

寛

信
倫

正

川
本

頭

宵
宮

兵

〃

原

頭

川
本

猪

兵

宮
宮

大

寛

仁

耶
一

偵

正

信
倫

一
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題

墜＿塵＿旦咄 ＿
誌名 J巻・ 号

3 3

目 年 氏 名

四国における薪炭林の分布について（1）一高知県－
（ 研究資料）

和紙とそ原料

徳島県日和佐地方における薪炭林作業について

四国における薪炭林の分布について （2）（研究資料）

高知県におけるアカレヤモリシマ （研究史料）

農家の土地利用

ツバキの島一一一大島を訪ねて

アメリカの農用林の概況とその実検

安全な木登り器具

危機に面した ミツマタ栽培の合理化

農業経営と薪炭林の作業

私の見たアカシヤモクシマ

小さい山l持ち

高知県における海岸近くの薪炭林の択伐について

農家の山林利用法 （1）

－一止一q －一－ －－一此 ユーーー・・－：』 山 一－一 一一山一～ －・・－・伸 一－▲ －I －－－・・・・・・－－ ・・・・・－ 一〈一一 一・－■－←－・－

林試研報

林業解説
シリーズ

日林 誌

林誌研報

林誌研報

高

山

友林知

林

術

械

技

横
報

及

葉

菜
情

業
芸

〃

林

林
化

農
鼠

友

説
ズ

報

林

解

l
研

知

美
り

誌

高

林

シ

林

農業及
園芸

．8 1

．00

3 8 ． 3

．9 2

．9 2

．1・－ ．9

．8 7 2

．100

．4 9

3 2 ． 6

〝． 1 2

．3 7 4

．1 1 0

．100

3 4 ． 3

土壌 研 究 室

題目

挿木の適地土壌について

大栃経営区の土壌

高知県東部のスギ部落下のポ ドゾル土壌について

魚梁瀬地方における杉人工株不成続地の土壌調査について

挿木酋養成における挿穂の大小とその成長について

魚梁瀬，奈半利経営区の土壌

取梁瀬地方のスギ錬士填について

ヒノキ古畑におけるマンガン欠乏について

琵苧彗譜窟吾禦誓対する醐及び塩基飽和度に対
古畑土壌の全容水量及有効孔際量の容積董に対する回帰

田地土壌の石灰施用量計算図表 ．

誌名

高知 林 友

林野土壌網報

口林関西支購

日林関西支購

〝

高宮局土壌封
報

日林関西文辞

〝

〝

〝

高知 共 済 会

1 9 5 5

〝

弘
9⊥

〃

〃

〝

95 フ95

″

″

″

″

淵

″

ュ

．．⊥ュg
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草生地に棲息するコガネムシ幼虫とコメッキムシ幼虫の個
体数の動き

手箱‥1のカ ミキリムレ

昭和34年 7 月 1 日付

任九州支場長 片山佐又

任四国支場長 渡辺録郎

1 0 ． 人 事 異 動

（ 高知支場長）

（ 木曽分場長）

昭和35年 1 月 1 日付

四国支場へ転任 下山歌子 （高知営林局）

書（誌）名

日林 誌

げんせい

巻号 】発行年月

4 0 － 6

8 －

1 9 5 8 ．6

1 9 58 ．9

休職 杉原郁子

1 月 16 日

非常勤職員（医）見元良平

2 月 1 日付

四国支場保護研究室勤務（採用）片桐一正

1 1． 受 託 出 張 に つ い て

いままで受託出張についてほ，ひじように手続そ

の他が煩雑であつたが，このたび受託出張処理要領

が定められ ，1月 16日から実施することになつた。

その要領ほつぎのとお りである。

1 1．1 受託出張の依頼に応ずる相手方ほ地方公共

団体および法人等 とする。

I l．2 依頼者から申請寿が掟出されたとき，これ

が適度 と認められるときほ，所要の放資を国家公務

1 2 ． 鑑 定 指 導 そ の 他

1 王． 1 造 林 研 究 室
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貞等の旅費に関する法津にもとづ き算出して ，承認

書とともに依瀬者に通知する。

1 1．3 ただし依頼者ほこの旅費額を前納するもの

とする。ただし依頼者がやむを得ない事情により出

張前に旅費前納が不可能のときは，出銭者に依頼者

から直接その現金を支給す ることができる。この場

合，依頼者ほ支級証明善を掟出するものとする。

1 王．2 土 壌 研 究 室
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